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藤井

哲郎
1 

4 ページ    藤井哲郎の所属が「大阪府立大学」になっていま

す。山田先生の所属が「東京大学」になっていま

す。 

藤井哲郎の所属を「東京都市大学」に修正をお願

いします。山田先生の所属が「大阪府立大学」に

なっています。 

ご指摘をありがとうござい

ます。修正いたします。 

渋谷

隆 1 
112 

367 

2 

4.3 

 

表 1 

ed IEC/ TR 60668 → IEC TR 60668 が正しい。 IEC TR 60668 に修正する。 修正いたします。 

渋谷

隆 2 
158 3  ed この規格で定義している用語及び定義が、JIS C 

6010-2 でも用いるのであれば、用語規格の一種

と考えられる。 

“この規格，JIS C 6010 規格群及び JIS C 6011
規格群で用いる主な用語及び定義は，次によるほ

か，JIS C 5600 による。”に修正する。 

現状のままといたします。 

Z8301 で指定の定型文であ

り、対応国際規格通りの文

面です。 

また、JIS C 6010-1 で定義

している用語を用いる JIS
は他にも存在する可能性が

あり、それらを漏れなく確

認することは困難です。

IDT のこともあり、そのま

までお願い致します。 

渋谷

隆 3 
222 3.14 図 3 ed 3 つの例が示されている。 図 3 の題名を“ラックの例”に修正する。 現状のままといたします。 

題名が間違っているわけで

はなく、利用者も理解でき

ます。キャビネットとの対

比で、ラックの代表的な形

状を紹介していますが、

IDT のこともあり、変更し

ない方がよいと考えます。 

渋谷

隆 4 
299 3.26  ed 送り仮名の用法を考えると“取付板”ではない

か。 
“取付板”に修正する。 “取付け板”に修正いたしま

す。 

理由：他に、一つの用語と

して、“取付けフレーム”及
び、“垂直取付け面”を使用

しています。 
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渋谷

隆 5 
363 4.3  ed “表 1 は，一般的なインターフェイスをとるた

めに必要な寸法系列を決定する場合に考慮するこ
とが望ま しい，” 

主語と述語が対応していない。 

“表 1 に，規格及び整合寸法の例を示す。一般的
なインターフェイスをとるために必要な寸法系列
を決定する場合に考慮することが望ま しい， ”
に修正する。 

修正いたします。 

渋谷

隆 6 
367 4.3 表 1 ed 表中の“Guide 103”に発行年が付与されていな

い。 
発行年を追加する。 修正いたします。 

発行年は、引用規格に記載

された通りで、“Guide 103: 
1980”に修正します。 

渋谷

隆 7 
398 4.4 図 22 ed 図中に JIS C 6011 規格群 とあるが、引用規格

又は参考文献に記載されていない。  

新しく JIS C 6011 規格群が追加されたときにそ

れらを全て含むのであれば、引用規格又は参考文

献に追加する必要がある。 

JIS C 6011 規格群を引用規格又は参考文献に追加

する。 
現状のままといたします。 

理由：引用規格に JIS C 
6011-1 、6011-2 及び 6011-3
が記載されており、これら

が JIS C 6011 の規格群を構

成しています。 

渋谷

隆 8 
405 5.1 図 23 ed 図の単位の記載がない。 図の右上部に “単位 mm”を記載する。 現状のままといたします。 

理由：モジュラー格子の寸

法の説明として、図中に 25 
mm、2.5mm、及び 0.5mm
のピッチ寸法が表記されて

います。 

渋谷

隆 9 
408 5.2.1  ed “更に分割することは不可能である。” 

可能／不可能の表現ではなく、要求表現のように

思える。 

“更に分割してはならない。”に修正する。 修正いたします。 

渋谷

隆
10 

435 5.3 表 2 ed 表内の“－”の意味が説明されていない。 表の注記として、“－”の意味を記載する。 「注記 表中の”－”は適用

外を示す。」を追記いたし

ます 

 
 
 


